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新立体的総合学園構想

vol.54

建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）

スポーツ局新設へ
　～大学スポーツブランド価値の向上を目指して～

地域と共に

地域全体を学びのフィールドに
　～地域課題と解決策を考える～

女子アスリートが抱える健康問題について
八戸学院大学女子ラグビー部
モナリザ賞研究成果発表

八戸学院TOPICS

ステラが行く／ステラ・フォーカス

図書館

同窓生の広場

イノベーションプログラム（基金）報告

理事長散策
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部活動指導者と教員による学びとスポーツに取組む環境づくりの
サポート
最大のパフォーマンスを発揮するために、部活動の枠を超えて、
コンディショニング法や食事、睡眠などの生活面をトータルで支援
するための研究の実施
地域の子どもや高齢者にスポーツの楽しさを伝える活動
世界で活躍するジュニア選手を育成する「スポーツアカデミー」の設置

①学生支援

②研究体制の構築

③社会貢献

スポーツ局 三つの柱

表紙
図南小学校で行われた光星高校女子バ
スケットボール部によるバスケット
ボール教室。図南小学校バスケットボー
ル愛好会のハツラツとしたプレイに高
校生も笑顔で応援します。

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

●八戸学院大学
　TEL 0178-25-2711
●八戸学院大学短期大学部
　TEL 0178-25-4411
●八戸学院地域連携研究センター
　TEL 0178-25-2789
●八戸学院図書館
　TEL 0178-30-1695
●八戸学院光星高等学校
　TEL 0178-33-4151
●八戸学院光星高等学校専攻科
　TEL 0178-25-6322
●八戸学院野辺地西高等学校
　TEL 0175-64-4166
●八戸学院幼稚園
　TEL 0178-34-5765
●八戸学院聖アンナ幼稚園
　TEL 0178-45-3670
●八戸学院第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488

http://kosei.hachinohe-u.ac.jp/

数とは何か？なぜ、30 と 50 では 50 の方が大きい
のか？数には自然数、整数、有理数、無理数…と
多くの種類があるが、数そのものについて真正面
から向き合い、専門的かつコンパクトにまとめら
れた名著が彌永昌吉の『数
の体系（上）（下）』である。
1，2，3…という数の意味や
集合について新書といえど
も一般向けの数学の教科書
より遥かに詳しく述べられ
ている。新書は時事問題・

社会問題の解説だけではなく、本書のような専
門的な内容のものも数多く存在する。生涯学習、
学び直しが注目されている中で、専門的な内容
を安価に手軽に、自分の興味のある内容に密か
に向き合うのも粋なものではないだろうか。

『数の体系（上）（下）』
　　　　　　　　　　彌永昌吉／岩波書店（岩波新書）

八戸学院大学
地域経営学部 准教授
田村　正文

八戸学院大学

　スポーツ局新設へ
～大学スポーツブランド価値の向上を目指して～
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八戸学院《Close Up!》八戸学院《Close Up!》

新立体的総合学園構想

八戸市立図南小学校バスケットボール愛好会対象に
開催されたバスケットボール教室では、高校生が小学
生とペアになりマンツーマンで体幹トレーニングやボー
ルとメガホンを使用した練習などを指導しました。最後
は、お互いの成長を誓い、ハイタッチで終了しました。

光星高等学校女子バスケットボール部

令和２年１月７日（火）
八戸市立図南小学校体育館

バスケットボール教室

保育福祉科の生徒が勉強を通して世代
を超えた人とのつながりの重要性を感
じ、異世代交流会を光星高校オープンス
ペースで開催。世代を超えて、かるたや
けんだま、こま回しなど楽しみました。

八戸学院大学短期大学部 幼児保育学科　
佐貫 巧 准教授が講師を務める、現代芸術教
室「アートイズ」が YSアリーナ八戸で開催され、
ダンボールやガムテープを使って、オリジナルの

八戸学院大学看護学科 佐藤真由美 助教を
講師に、女性のための健康ミニセミナー「乳が
んのお話」を開催。学生が手作りした冊子をも
とに、乳がんについての知識や、免疫力を高め
る方法を学びました。

光星高等学校保育福祉科 地域と共に
令和元年 11月８日（金）
光星高校オープンスペース

老いも若きもみんな集まれ！

八戸学院大学　看護学科

令和元年 12月 14日（土）
YSアリーナ八戸　サテライトキャンパス

女性のための健康ミニセミナー

現代芸術教室「アートイズ」

令和２年１月 12日（日）
YSアリーナ八戸

てづくりボールとゴールでサッカーをしよう！

ボールとゴールを作成、
おもいっきりアート×サッ
カーを楽しみました。

当日は、光星高校女子サッカー部がお手伝い
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研究室訪問Fieldwork
田子町　ケーブルテレビの番組企画・
出演・制作を通して町の魅力を発信！
田子町で農家民泊の体験、地元住民からのヒアリング調査
を通し、地域資源の掘り起こしを実施。田子町の魅力をまず
は町内の皆さんに再認識したもらい、町外へと情報発信を

行うため、学生視点で田子
町ケーブルテレビの番組の
春・夏・秋・冬号を企画制
作した。

五所川原市　健康づくりで
大町商店街の活性化・賑わい創出
「ま・た・あ・し・たプロジェクト」
五所川原市大町商店街をフィールドとした商店街活性に関
する調査を実施。商店街の賑わいづくり、活性化のために、

健康をテーマとして立ち上
げた商店街の店主や地元
の市民活動団体とともに企
画した「またあしたプロジェ
クト」のイベントに参加。

北海道江差町　歴まち商店街協同組合
まち歩きによる活性化を事例から学ぶ！
江差町は歴史や文化、地域性を活かした街づくりに力を入
れていて、様々な魅力的イベントの開催や地域活動を通して
新たな人の流れを生み出している点に着目し訪問。実際に

活動している江差町歴まち
商店街協同組合の方々と
「まち歩きに関する勉強会」
を実施。

五所川原市・つがる市
地域の旅行素材として活用できる
農林漁業資源や観光資源等発掘調査
青森県西北地域での農家民泊を通じ、五所川原市、つがる
市における地域資源を発掘し、窯焼きピザ体験や陶芸体験

など、旅行素材としての体
験メニューを調査した。青
森県西北地域でのグリーン
ツーリズムを活用した魅力
ある体験メニューの開発に
ついて、報告、発表を行っ
た。

五戸町　三大肉プロジェクト
ご当地メニュー開発
五戸町の賑わい創出のために、五戸の地域資源である馬
肉・倉石牛・シャモロックという三大肉でご当地メニューを開
発するという目的で、倉石牛祭りでの来場者へのアンケート

調査や、大学祭での試食テ
ストなどを実施し、メニュー
創作に向けた活動を行っ
た。

大間町・風間浦村
青森の地域資源魅力再確認のための調査
ブルーツーリズムやグリーンツーリズムなど様々あるが、やはり
キーとなるのは人であり、“ヒューマンツーリズム”であるという
考えのもと、地域資源、魅力を見つめなおし、より一層の郷土

愛、地域愛を育むことにつ
ながるキーパーソンにインタ
ビュー調査を実施。

三戸町　農商工連携
サポートインターンシップ
民泊先の農家での生活体験と農作業体験を通じて、三戸
町と農業への理解を深め、商工業者へのインタビュー調査を
実施。農業と商工業とのコラボレーション商品などの新たな

アイディアや農商工連携を
活性化させるための様々な
課題や解決策の提案を
行った。

三戸町　労働力補完
システム構築のための基礎調査
労働力不足、担い手不足といった深刻な地域課題をどのよ
うな仕組み、新たな手法等で解決していくことができるのか。
三戸町の農家さんの協力のもと、労働力不足の現状を現場

で体験しながら調査を実施
し、現状を把握し、労働力
補完のための新たな方策
を提案した。

研
究
活
動
に
つ
い
て

　

私
は
、
机
上
の
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
全
体
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
活
動
で
は
、
様
々
な
地
域
課
題
を
適

切
に
掘
り
起
し
、
課
題
解
決
策
を
考
え
、
提

言
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
可
能
な
限
り
積
極
的
に

地
域
へ
出
か
け
、
自
分
た
ち
の
目
で
見
て
、

聞
い
て
、
調
べ
る
と
い
う
「
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
」
を
主
体
と
し
て
い
ま
す
。
充
実
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
も
、
学
び
の
場
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
各
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご

指
導
の
お
か
げ
で
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
青
森
県
内
を
中
心
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、関
連
し
た
活
動
で
は
、

地域全体を学びのフィールドに
〜地域課題と解決策を考える〜

青森公立大学大学院博士後期課程修了
（経営経済学博士取得）

2014 年 4 月八戸学院大学短期大学部
ライフデザイン学科着任
2018 年 4 月より現職

研究テーマ

担当科目

主な社会活動

少子化、家計行動の実証分析、
地域経営など
地域マーケティング、マーケティン
グ論、消費者行動論、研究演習など

八戸市男女共同参画審議会会長
八戸市総合計画策定委員会委員
青森県地方港湾審議会委員
青森県水産振興審議会委員
青森県むつ小川原開発審議会委員
NPO 法人あおもりみなとクラブなど

八戸学院大学
地域経営学部 准教授

堤　　静　子

県
外
へ
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学

生
の
多
く
は
、
講
義
以
外
で
は
部
活
動
や

ア
ル
バ
イ
ト
と
忙
し
く
、
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
と
住
ま
い
の
往
復
だ
け
に
な
り
が
ち

で
す
。
そ
の
た
め
、
八
戸
市
や
近
隣
市
町

村
の
名
所
な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
も
な
く

４
年
間
の
大
学
生
活
を
終
え
る
と
い
う
学

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
広
く
地
域
を

知
る
こ
と
は
、
大
学
卒
業
後
も
で
き
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
に
と
っ
て
、

多
世
代
、
多
文
化
交
流
の
大
変
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
地
域
を
知
る
こ

と
は
、
様
々
な
人
を
知
る
良
い
機
会
と
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
た
ち
と
交

流
す
る
こ
と
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

何
よ
り
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
、
地

域
力
を
高
め
る
た
め
の
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
学
生
た
ち
が
自
分
に
自
信
を
持

ち
、
生
ま
れ
た
地
域
、
暮
ら
し
て
い
る
地

域
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
愛
を
育
む
こ
と

に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
学
生
時
代
か
ら
の
様
々
な
地
域
活

動
、
そ
こ
か
ら
得
た
経
験
を
強
み
、
財
産

と
し
て
、
学
生
た
ち
に
は
本
学
卒
業
後
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
、
貢
献
し
続
け

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
に
お
け
る
良
質
な
学
び
の

場
を
確
保
し
提
供
で
き
る
よ
う
、
広
く
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
、
地
域
経
営
学
部
と
し
て

地
域
に
関
わ
り
、
充
実
し
た
教
育
・
指
導

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ラグビー部
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研究発表研究発表

「モナリザ賞」検証結果発表

女性アスリートが抱える健康問題について

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
過
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
の
三
主
徴
、
つ
ま
り
利
用
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
、
運
動
性
無
月
経
、
骨
粗
鬆
症

の
発
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
近
年
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
疾
病
は
独
立

し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

が
関
連
し
合
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
三
主
徴

の
は
じ
ま
り
は
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
防
対

策
と
し
て
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
る
中
で
、

大
豆
製
品
を
常
食
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
研

究
は
あ
ま
り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
が
エ
ク
オ
ー
ル
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
類
似
物
質
に
代
謝
さ
れ
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

様
作
用
を
示
し
、
骨
密
度
低
下
の
抑
制
や
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
減
少
な
ど
特
に
更
年

期
女
性
に
お
け
る
研
究
は
数
多
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
研
究
の
目
的
は
若
い
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

が
過
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
・
運
動
性
無
月
経
・
骨
粗
鬆
症
の
予
防
に

大
豆
食
品
摂
取
の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
作
用

し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
体
組

成
、
骨
密
度
、
24
時
間
採
尿
や
エ
ク
オ
ー
ル

検
査
な
ど
様
々
な
項
目
を
測
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
連
性
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
女
性
ア

ス
リ
ー
ト
が
抱
え
る
健
康
問
題
の
解
決
に
繋

げ
る
こ
と
で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
本
学
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
11

名
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
11
名
の
計
22
名
で
、

調
査
期
間
は
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
10
月
ま

で
の
半
年
間
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
は
納
豆
２

パ
ッ
ク
、
豆
腐
３
分
の
１
丁
、
豆
乳
100
㎖
を

毎
日
摂
取
し
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
食
事
制
限
な

し
で
行
い
ま
し
た
。

測
定
方
法

①
食
事
記
録

選
手
管
理
シ
ス
テ
ム
Ａ
ｔ
ｌ
ｅ
ｔ
ａ
を
用
い

た
食
事
記
録
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
栄

養
素
の
摂
取
量
を
測
定
し
、
目
安
と
な
る
摂

取
量
に
対
し
て
摂
取
量
を
５
段
階
で
点
数
化

し
食
事
摂
取
評
価
を
100
点
満
点
で
算
出
し
ま

し
た
。

②
体
組
成

体
組
成
計
に
て
脂
肪
量
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉

量
を
測
定
し
ま
し
た
。

③
骨
密
度

骨
密
度
を
測
定
し
、
骨
の
密
度
を
示
す
ス

テ
ィ
ッ
フ
ネ
ス
値
を
算
出
し
ま
し
た
。

④
尿
中
エ
ク
オ
ー
ル
量
・
採
尿

ソ
イ
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
エ
ク
オ
ー
ル
検
査

キ
ッ
ト
を
用
い
て
早
朝
尿
を
採
尿
し
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ
に
分
析
を
依
頼
し
尿
中

エ
ク
オ
ー
ル
量
を
測
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
リ
コ
ー
ト
カ
ッ
プ
を
用
い
て
24
時
間
蓄
尿

方
法
で
採
尿
し
、
ク
レ
ア
ニ
チ
ン
、
カ
リ
ウ

ム
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
な
ど
の
分
析
は
武

庫
川
女
子
大
学
国
際
健
康
開
発
研
究
所
に
依

頼
し
ま
し
た
。

⑤
生
理
不
順
の
評
価
の
把
握

Ｆ
Ａ
Ｔ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
と
選
手
管

理
シ
ス
テ
ム
Ａ
ｔ
ｌ
ｅ
ｔ
ａ
を
用
い
て
月
経

異
常
の
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
全
て
の
統
計
処
理
は
対
応
の
あ
る

ｔ
検
定
、
対
応
の
な
い
ｔ
検
定
、
ピ
ア
ソ
ン

の
相
関
関
係
を
用
い
ま
し
た
。

結　

論

　

利
用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
つ
い
て

は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
は
、
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー

必
要
量
よ
り
高
値
を
示
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
サ
ッ
カ
ー
部
員
の
推
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
は
不
足
し
て
お
り
、
将
来
、
利

用
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
る
三
主
徴
に

陥
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
性
無
月
経
に
関
し
て
生
理
不
順
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
豆
食
品
を
毎
日
摂

取
し
た
ラ
ク
ビ
ー
部
員
に
改
善
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
骨
密
度
に
関
し
て
は
、
半
年
間

で
の
骨
密
度
の
増
加
率
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は

サ
ッ
カ
ー
部
に
比
べ
て
統
計
的
に
有
意
差
は

な
い
も
の
の
、
高
値
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂

取
量
が
サ
ッ
カ
ー
部
よ
り
多
い
こ
と
な
ど
が

起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
率
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂

取
量
や
骨
の
形
成
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
２
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
納
豆
を
朝
晩
１
パ
ッ

ク
ず
つ
摂
取
し
た
こ
と
も
増
加
し
た
要
因
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
結
果
よ
り
、大
豆
食
品
を
半
年
間
、

毎
日
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
推
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
の
充
足
、
生
理
不
順
の
改
善
、

骨
密
度
の
上
昇
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
統
計
的
に
裏
付
け
る
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
豆
食
品
の
効
果
は
短
期

的
で
は
な
く
、
よ
り
長
期
的
な
観
点
か
ら
論

ず
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

検証結果発表の様子（東京・有楽町）

八戸学院大学女子ラグビー部　田端 ひかる さん（人間健康学科 3 年）
鈴木 佳寿音 さん（人間健康学科 3 年）

測
定
結
果

①
食
事
記
録
（
図
１
）

食
事
評
価
に
関
し
ま
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
推
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
を

充
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
推

定
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
は
不
足
し
て
い
ま
し

た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
比
べ
て

食
事
評
価
点
数
は
有
意
に
高
く
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
取
し
続
け
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

②
体
組
成
（
図
２
）

脂
肪
量
体
脂
肪
率
と
も
に
部
活
間
の
４
月
・

10
月
の
月
別
の
相
違
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
筋
肉
量
に
つ
い
て
も
有
意
差
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
骨
密
度
（
図
３
）

４
月
と
10
月
で
比
較
す
る
と
、
有
意
差
は
な

い
も
の
の
サ
ッ
カ
ー
部
が　

１
・
４
％
上
し

た
の
に
対
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
５
・
２
％
向

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ラ
グ
ビ
ー
部
の
カ
ル

シ
ウ
ム
摂
取
量
が
サ
ッ
カ
ー
部
よ
り
多
い
こ

と
に
加
え
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を
高

め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
摂
取
量
の
差
や
、
骨
の

形
成
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
２
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
る
納
豆
を
朝
晩
１
パ
ッ
ク
ず
つ
摂
取

し
た
こ
と
も
増
加
し
た
要
因
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

④
尿
中
エ
ク
オ
ー
ル
量

（
図
４

−

１・
４

−

２
）

ソ
イ
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
エ
ク
オ
ー
ル
値
の
結

果
で
す
。
エ
ク
オ
ー
ル
値
に
関
し
て
、
部
活

間
の
月
別
の
間
に
は
有
意
な
差
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
エ
ク
オ
ー
ル
量
と
骨

密
度
の
間
に
は
相
関
関
係
が
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
エ
ク
オ
ー
ル
量
の
増
加
と
と
も
に
骨
密

度
が
上
が
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

⑤
生
理
不
順
の
評
価
の
把
握

Ｆ
Ａ
Ｔ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
こ
の
一
年
間
に
月
経
が
三
ヶ

月
以
上
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
と

い
う
質
問
に
対
し
て
一
人
で
は
あ
り
ま
す
が

ラ
グ
ビ
ー
部
に
お
い
て
減
少
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
該
当
者
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
に
あ
な
た
は
自
分
の
月
経
に
何
か

問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
と
い
う
質
問

に
対
し
て
サ
ッ
カ
ー
部
の
人
数
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
ラ
グ
ビ
ー
部
は
３
人
か
ら
０

人
と
改
善
し
ま
し
た
。

図１　食事記録

図３　骨密度

図４−１　骨密度

図２　体組織

図４−２　エクオール量と骨密度の関係
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八戸学院 TOPICS

東日本大震災復興支援事業 〜大船渡第一中学校との交流会〜［10/30］

自動車校外実習が終了［11/20］

光星高

八戸学院大学看護学科 就職説明会開催［11/30］

サッカー部　全国の舞台へあと半歩 〜決勝ＰＫ戦で涙〜［11/16］

八戸学院 TOPICS

野西高

学友会・学生会報告① クラブ・サークル活動報告会［12/6］

　報告会は、１年の活動を振り返るということで、昨年度より多くの学生が参加し、どのクラブ・サークルも、とても内容の濃い、
素晴らしい発表だったと思います。各クラブ・サークルの皆さんには、よりよい活動につなげるため、今年度の良かった点、
反省点を来年度に活かしてもらいたいと思います。
　来年度はさらに、クラブ・サークルのメンバー全員に
参加してもらえるように工夫していきたいと思います。
学友会・学生会では、学生も地域の方も楽しめる行事が
できるよう、企画運営にいっそう力を入れていきます。

　青森県の復興支援事業の一環として、本校チアリー
ディング部・吹奏楽部・硬式野球部総勢 51 名で大船渡
市立第一中学校を訪問し、全校生徒の前で演舞・演奏
をしてきました。
　チアリーディング部による演舞、中学生へのリフト
アップ体験、吹奏楽部による演奏や、硬式野球部の武
岡君たちへのインタビュー、大船渡第一中学校吹奏楽
部とのコラボ演奏、最後には中学校側からのお礼とし
て全校による合唱があり、とても充実した内容でした。
　想像もできない被害の中、頑張ってきた子どもたち
を少しでも元気づけてあげたく、精いっぱい明るく励
ましたいという思いで演舞・演奏してきました。我々
以上に元気な中学生と心通わせながら、交流できたこ
とはお互いにいい経験になりました。
　また、11 月 27 日には光星高校にて復興支援事業の報
告会を行いました。発表した内容を、全校生徒も真剣
に聞いており、震災について改めて考えるとてもいい
機会になりました。

　看護学科学生の進路選択の機会とすることや就職への意識を高めることを目的とし、就職説明会を実施しました。説明会は
県内を中心とした 18 施設にご参加いただき、看護師や採用担当者から施設の概要や特色などを伝えていただきました。
　当日は看護学科３年生 39 名が参加し、真剣な表情で各施設
の説明に耳を傾けていました。
学生からは、「それぞれの病院の特徴や教育を知り、就職につ
いての視野を広げることが出来た」「病院のことだけでなく、
考え方・思考の成長の仕方を学ぶことが出来た」などの感想
がありました。

　今年度は、｢参加した人全員が楽しめる、そして来年も参加したいと思えるクリスマス会｣ をテーマに、スタッフ一同早い段
階から準備をしてきました。
　短大学生ホールで開催することとしたため、多くの学生に参加してもら
えるか不安でしたが、当日は約 100 人の学生が集まり、ハンドベルサーク
ルや軽音楽部の演奏、ビンゴ大会など、盛会のうちに終えることができま
した。最後まで楽しい会になったと思っています。
　来年度も、多くの学生に楽しんでもらえるクリスマス会を開催できるよ
う、学友会・学生会一同取り組んでいきます。

　毎年恒例の行事となっている校外実習を、自動車科１年生全員が県南地域７ヶ
所の自動車事業所に分かれて体験しました。
　実習先は学生本人が自己の将来の就職を見据え決定します。また、この実習は
整備技術の修得だけではなく、プロとしての自覚と責任感の大切さを学ぶ場でも
あり真剣に取り組みました。
　更に専門知識を深め卒業後は実社会において活躍することを期待します。
校外実習にご協力いただきました各企業の皆様方には、心よりお礼申し上げます。

学友会・学生会報告② クリスマス会［12/13］

専攻科

専攻科

合格率100％を目指して［1/26］

　介護福祉科２年生９名が、介護福祉士国家試験を受験しました。目指
せ合格率 100％を目標に、２年次の４月から１ヶ月に１回のペースで模
擬試験に挑み実力を培ってきました。学生一人ひとりが様々な状況の中
で、クラスの仲間達と助け合いながら一致団結して頑張ることができた
ことは、今後の糧になったと思います。一念天に通ず、３月 25 日（水）
には合格を勝ち取ってほしいと思います。

　第 98 回全国高校サッカー選手権青森予選の決勝戦が県総合運動公園陸上競技場にて行われました。当日は気温が低く、強風
が吹き荒れる中、全国大会出場をかけて青森山田高校と対戦し、本校は全校応援を行いました。
　本校サッカー部員は全力疾走で体を張った守備を見せ、一人一人の闘志があふれ、この試合に
懸ける思いが伝わってきました。
　この日は風が強く、両者思い通りの作戦を展開できずに苦しみました。主将の花田君は「少な
いチャンスをものにできなかった。」と振り返りました。それでも、昨年の全国大会覇者である
青森山田に対し、ＰＫ戦までもつれこむ接戦を演じ、優勝にあと半歩まで追い詰めました。必ず
優勝できると信じています。来年も本校サッカー部の活躍にご期待ください。

報告会終了後の懇親会にて

短　大
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八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.6  

ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

　
「
生
き
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何
で
す

か
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
る
で

し
ょ
う
か
。
余
り
に
も
当
た
り
前
す
ぎ
て
つ
い
見

過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
が
な
か
っ

た
と
し
た
ら
私
た
ち
人
間
は
ほ
ん
の
数
分
で
さ
え

命
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。「
水
と

空
気
・
・
・
そ
し
て
そ
れ
ら
を
作
っ
て
い
る
の

は
？
」
冒
頭
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
の
魅

力
的
な
語
り
に
誘
わ
れ
、
ど
ん
ど
ん
物
語
の
根
本

で
あ
る
地
球
の
歴
史
へ
と
導
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
北
の
国
か
ら
」
で
有
名
な
倉
本
聰
氏
は
、
富

良
野
の
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
植
樹
に
よ
っ
て
元
の
森

に
還
す
活
動
を
さ
れ
、
そ
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境

を
生
か
し
て
体
感
的
な
環
境
教
育
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
初
め
に
富
良
野
自
然
塾
よ
り
届
い
た
チ
ラ

シ
に
環
境
再
生
保
全
機
構
「
地
球
環
境
基
金
」
の

助
成
対
象
で
全
国
８
か
所
、
出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

無
償
で
開
催
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
を
受
け
て
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
な
が
ら
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
選
考
に
選
ば

れ
八
戸
学
院
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
多
大
な
る
ご

協
力
を
得
て
今
回
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
Ｙ
Ｓ
ア
リ
ー
ナ
八
戸
の
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生
か
ら
一
般
を
対
象
、
２
日

目
は
幼
稚
園
児
親
子
・
小
学
校
低
学
年
親
子
・
小

学
校
高
学
年
親
子
を
対
象
と
し
た
「
46
億
年
地

球
の
道
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
合
計
４
回
開
催
し
、

１
０
０
名
上
の
参
加
者
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。今
回
の
開
催
に
よ
り
北
東
北
で
は
八
戸（
本

八
戸
学
院
聖
ア
ン
ナ
幼
稚
園

　

北
東
北
初
！
富
良
野
自
然
塾
「
46
億
年
地
球
の
道
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
八
戸
開
催

学
院
）
が
初
め
て
の
開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

聖
ア
ン
ナ
幼
稚
園
が
行
っ
て
い
る
モ
ン
テ
ッ

ソ
ー
リ
教
育
の
中
に
は
コ
ス
ミ
ッ
ク
と
い
う
分
野

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
身
の
回
り
の
自
然

に
触
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
時
の
流
れ
や
地

理
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
も
経
験
し
な
が
ら
自
分

も
宇
宙
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
や
が

て
は
地
球
上
の
生
物
が
互
い
に
共
存
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
精
神
は
平

和
を
愛
す
る
心
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今

八戸学院聖アンナ幼稚園

八戸学院第二しののめ幼稚園

えんぶり〜八戸の文化に触れて〜

大学のお兄さんとサッカー教室

　寒い冬の遊びを満喫する一方で、はやく春が来
ないか心待ちにしている中、2 月 1 ７日から始
まった『えんぶり』を幼稚園で鑑賞しました。今
回、十一日町朳組のどうさいえんぶりという、う
たや仕草、テンポが速い勇壮華麗な舞いを見せて
いただきました。初めて見る衣装や、迫力のある
太鼓の音に合わせて思わず体が動いてしまう子も
いました。えんぶりの『摺りはじめ』から『摺り
おさめ』まで９つの演目を見て「踊りがかっこよ
かった！楽しかった！」の声が多く大満足な子ど
もたち。聖アンナ幼稚園の在園児もえんぶりに参

　大学サッカー部のみなさんと一緒に広い人工芝でサッ
カー教室を開催しました。
　年長児は準備運動もかねて、グラウンド 1 週、マラソ
ンで保護者やサッカー部のお兄さんと走りました。広い
グラウンドを走りきっても元気いっぱいの子どもたちで
した。
　サッカー教室は中村コーチご指導のもと、ボールと触
れ合うことや体を動かすことの楽しさを教えてもらい、
子どもたちの生き生きとした笑顔が輝いていました。
　最後は保護者やサッカー部のみなさん対子どもたちで
ミニゲームをして、大人も子どもも楽しめる有意義な時

八戸学院幼稚園
「ステキな演奏のプレゼント」〜様々な楽器の音色に感動〜

　毎月行われるお誕生会には、お楽しみコーナーがあり
ます。保育教諭による手品、人形劇、ダンスなど子ども
たちとの楽しい時間です。2 学期のお楽しみコーナーで
は、園児のご家族による素敵な演奏を聞かせていただき
ました。父チューバ、母フルート、おばあさまピアノと、
保育教諭のカホンによる音のハーモニーを、一緒に歌っ
たり体を揺らしながら楽しみました。また、別のお誕生
会では、母のサックス演奏や八戸学院大学短期大学部の
安田先生のアコーディオン演奏など、これまで見たこと
のない聞いたことのない楽器を知り、その様々な楽器の
音色が子どもたちの記憶に残った 2 学期でした。

加しており、子どもたちはステージで堂々と踊る
姿をみて「かっこいい！すごいね！」と目を輝か
せていました。地元の行事に触れ、えんぶりの魅
力を目の前で見ることができとても貴重な時間で
した！

間となりました。
　その後、自主活動の際にはサッカーをしたり、年長児は
ドッジボールやラグビーなどボールに積極的に触れて楽
しむ姿が見られるようになりました。

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

地
球
の
壮
大
な
歴
史
か

ら
見
る
と
ま
だ
ほ
ん
の

僅
か
の
間
し
か
生
き
て

い
な
い
私
た
ち
人
間
に

対
し
、
大
き
な
気
づ
き

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
実
は
本
当
に
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

最
近
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
（
16
）

が
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
発
言
し
た
こ
と
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
温
暖
化
対
策
の
遅
れ
に

よ
っ
て
被
害
を
被
る
の
は
，
大
人
で
は
な
く
若
者

（
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
る
私
た
ち
）
な
の

だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
し
た
。
巷

で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能

で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
）
の
バ
ッ

チ
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
球
環
境
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
、
新
た
に
作
ら
れ
た

富
良
野
自
然
塾
の
チ
ラ
シ
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
二
つ

の
項
目
が
表
記
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
開
催
地

と
し
て
八
戸
市
が
加
わ
り
、
繋
が
り
を
持
つ
第
一

歩
と
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
き
る
未
来
の
た
め

に
、
私
た
ち
が
今
で
き
る

こ
と
か
ら
行
動
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
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挨拶は、コミュニケーションの第一歩です。
挨拶ができない人は、それだけで相手にマイナスの
印象を与えてしまいます。私も「挨拶に始まり、挨拶
に終わる」を心がけています。
挨拶ができる人間になりましょう。

先輩からメッセージ

　図書館ワークスタディの学生が、光星学院が過去
において、どんな活躍をし、どんな社会貢献をして
きたか、そしてどんな運営をしてきたかを図書館の
書庫にある新聞や本などの資料から抽出している。
これは、これまで光星学院に関わってきた多くの教
職員や OB の先輩方が担ってきた光星学院の発展の
歴史を後輩たちに伝え、それにより在学生たちが母
校を客観的に眺め、振り返り考えることで光星学院
の歴史と一体になり、愛着と共にアイデンティティ
を確立することを目指している。
　茶色に変色した資料を検索していると昭和 41 年 7
月 13 日にデーリー東北新聞に掲載された「光星高校
の女子生徒が自衛隊に体験入隊した」との記事が見
つかった。写真や記事内容から時代を感じさせられ
る記事を見つけた時、学生たちからは「おぉ！」と
か「へぇー！」と感嘆の声を上げながらその記事を
精読している。これから多くの資料を調べていくな
かでレスリングやスピードスケートなどオリンピッ
ク選手を輩出したことを目にするだろう。その時の
学生の反応が楽しみでもある。

八戸学院図書館
「光星学院の歴史資料を探索中！」

　－愛着と共にアイデンティティ確立を目指して－

　

高
校
時
代
に
情
報
系
の
勉
強
を
し
て
い
た
の

で
、
八
戸
短
期
大
学
経
営
情
報
学
科
に
進
学
し

ま
し
た
。
入
学
当
初
は
、
講
義
時
間
の
長
さ
と

板
書
す
る
量
の
多
さ
に
慣
れ
る
の
が
大
変
で
し

た
。
し
か
し
、
ゼ
ミ
で
市
の
体
育
館
を
借
り
て

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
た
り
、
遅
く
ま
で
学
校
に

残
っ
て
学
園
祭
の
準
備
し
た
り
楽
し
い
思
い
出

ば
か
り
で
す
。
今
で
も
、
仕
事
で
美
保
野
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
に
お

会
い
す
る
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

将
来
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら

デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
現
在
の
職
場
に
就
職
し
ま
し
た
。　

　

入
社
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
名
刺
な

ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
デ

ザ
イ
ン
の
打
合
せ
等
で
企
業
を
訪
問
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
人
と
接
す
る
仕
事
が
楽
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
営
業
に
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
学
生
時
代
も
常
に
体

を
動
か
し
て
い
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う

仕
事
よ
り
、
営
業
の
方
が
自
分
に
向
い
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

営
業
の
仕
事
に
は
、
常
に
納
期
が
つ
い
て
ま

わ
り
ま
す
。
納
品
ま
で
期
間
が
短
い
場
合
も
あ

り
、予
定
通
り
納
品
で
き
た
時
は
、い
つ
も
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
こ
う
し
て
期
日
ま
で
に
納
品
が
で

き
る
の
は
、
自
分
の
力
だ
け
で
な
く
、
当
社
の

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ
結
果
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

仕
事
に
取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
私
は
人
に
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
も

ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
学
生
時
代
に
始

め
た
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
じ
、
他
県
や
外
国
に
も

〈
人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
〉

オダプリント株式会社
営業部係長　山日　健 氏
八戸短期大学

（現八戸学院大学短期大学部）
経営情報学科
平成 11 年３月卒業

八戸学院 NEWS

知
り
合
い
が
で
き
、
交
友
関
係
の
幅
が
広
が

り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
繋
が
り
こ
そ

が
自
分
に
と
っ
て
宝
物
で
あ
り
、
自
慢
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

公
私
と
も
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

左から小田専務取締役と八戸短期大学（現八戸学院大学短期大
学部）卒業の高橋さんと柳沢さん

　今後、光星学院の施設である大学、短大、高校、
幼稚園などの抽出されたデータは、資料集としての
保存やパネル化して館内への展示していくことを検
討中だ。この歴史資料を収集する取り組みは、周年
事業に縛られることなく、永続的に進めていくこと
が大切で、ゆくゆくは光星学院の歴史資料館や出版
局設立を夢見ている。
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ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
　
様

ほ
の
ぼ
の
薬
局
　
様

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

八
戸
営
業
部
　
様

医
療
法
人
は
ら
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
様

株
式
会
社
オ
リ
ワ
ン
　
様

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ル
　
様

株
式
会
社
は
ら
だ
メ
デ
ィ
カ
ル
　
様

株
式
会
社
ヤ
マ
ホ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
様

株
式
会
社
古
川
建
装
　
様

株
式
会
社
泉
山
石
材
　
様

株
式
会
社
大
山
建
工
　
様

株
式
会
社
藤
田
電
気
商
会
　
様

株
式
会
社
福
萬
組
　
様

三
八
五
流
通
株
式
会
社
　
様

東
亜
道
路
工
業
株
式
会
社 

青
森
営
業
所
　
様

六
戸
中
央
印
刷
　
様

八
戸
学
院
大
学 

父
母
の
会
　
様

八
戸
学
院
大
学 

同
窓
会
　
様

八
戸
学
院
大
学 

後
援
会
　
様

八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部 

父
母
の
会
　
様

八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部 

後
援
会
　
様

八
戸
学
院
光
星
高
等
学
校 

Ｐ
Ｔ
Ａ
　
様

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校 

Ｐ
Ｔ
Ａ
　
様

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校 

同
窓
会
　
様

八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校 

後
援
会
　
様

浦
　
田
　
　
　
隆
　
様

見
　
附
　
夏
　
海
　
様

斎
　
藤
　
祐
　
貴
　
様

小
比
類
巻
　
知
子
　
様

畑
　
山
　
俊
　
輝
　
様

北
　
上
　
勝
　
男
　
様

法
　
官
　
新
　
一
　
様

古
　
川
　
　
　
聡
　
様

浜
　
　
　
章
　
夫
　
様

法
　
官
　
廣
　
子
　
様

根
　
城
　
隆
　
幸
　
様

平成30年４月～平成31年３月末

寄付金額
７７，０１１，７８９円

【設置目的】
　教育内容の拡充を支える教育環境刷新

【使　　途】
①教育環境整備
②教育改革
③教育支援

施設・設備等の拡充、施設の統廃合や新設、耐震補強の実施　等
教育改革に対する助成、地域との連携活動の展開、ICT技術の導入による教育の質向上　等
優秀な学生等への育英・奨学制度、留学生への支援、教育・研究活動への支援　等

▼平成30年度の支出内容
■教育研究費補助　　　　　　　　　　　　■国際交流補助
■全国高等学校野球選手権大会出場補助　　■選抜高校野球大会出場補助
■室内練習場維持費　　　　　　　　　　　■八戸学院幼稚園園舎新築返済補助
■キャンパス内建物・設備改修等補助他

光
星
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基
金
）

平
成
30
年
度 

寄
付
受
理
ご
報
告

　
　

　
　
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　
　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鈴
　
木
　
俊
　
裕
　
様

柴
　
垣
　
博
　
孝
　
様

田
　
中
　
　
　
哲
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鶴
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浩
一
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ア
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敷
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人
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瀧
　
澤
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吉
　
田
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澤
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の
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嶋
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様

渡
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陵
　
由
　
様

小
　
柳
　
達
　
也
　
様

宮
　
澤
　
君
　
子
　
様

山
　
本
　
雄
　
大
　
様

綿
　
谷
　
貴
　
志
　
様

工
　
藤
　
祐
太
郎
　
様

佐
　
貫
　
綾
　
乃
　
様

松
　
山
　
政
　
義
　
様

織
　
戸
　
　
　
浩
　
様

正
　
村
　
公
　
弘
　
様

吉
　
田
　
尊
　
徳
　
様

早
　
川
　
幸
　
久
　
様

柳
　
沢
　
里
　
美
　
様

河
　
村
　
千
代
美
　
様

玉
　
川
　
恵
　
里
　
様

安
　
田
　
久
美
子
　
様

加
　
藤
　
智
　
恵
　
様

佐
　
藤
　
裕
　
次
　
様

畑
　
中
　
孝
　
太
　
様

原
子
内
　
ま
さ
子
　
様

畠
　
山
　
文
　
絵
　
様

蛭
　
田
　
由
　
美
　
様

木
　
村
　
紀
　
美
　
様

山
　
本
　
春
　
江
　
様

髙
　
橋
　
正
　
知
　
様

髙
　
橋
　
雪
　
子
　
様

田
　
中
　
克
　
枝
　
様

小
　
沢
　
久
美
子
　
様

壬
　
生
　
寿
　
子
　
様

坂
　
本
　
保
　
子
　
様

山
野
内
　
靖
　
子
　
様

木
　
村
　
　
　
緑
　
様

市
　
川
　
裕
美
子
　
様

坂
　
本
　
弘
　
子
　
様

切
　
明
　
美
保
子
　
様

田
名
部
　
麻
　
野
　
様

三
　
浦
　
広
　
美
　
様

佐
　
藤
　
真
由
美
　
様

藤
　
邉
　
祐
　
子
　
様

久
　
保
　
宣
　
子
　
様

古
　
舘
　
美
喜
子
　
様

佐
々
木
　
真
　
湖
　
様

日
　
當
　
ひ
と
み
　
様

岩
　
浪
　
始
　
由
　
様

岡
　
沼
　
真
由
美
　
様

加
　
藤
　
俊
　
一
　
様

伊
　
藤
　
　
　
瞳
　
様

橘
　
　
　
勇
　
佑
　
様

中
　
田
　
由
紀
子
　
様

蛯
　
沢
　
眞
　
子
　
様

大
　
沢
　
　
　
泉
　
様

丹
　
羽
　
浩
　
正
　
様

髙
　
須
　
則
　
行
　
様

村
　
本
　
　
　
卓
　
様

坂
　
本
　
貴
　
博
　
様

奈
　
良
　
　
　
卓
　
様

長
谷
川
　
美
千
留
　
様

馬
　
場
　
祥
　
次
　
様

田
　
村
　
正
　
文
　
様

崔
　
　
　
桓
　
碩
　
様

井
　
上
　
　
　
丹
　
様

千
　
田
　
建
　
一
　
様

工
　
藤
　
美
那
子
　
様

田
　
頭
　
　
　
寛
　
様

高
　
橋
　
正
　
行
　
様

佐
　
藤
　
嘉
　
孝
　
様

山
　
下
　
祐
　
史
　
様

三
　
田
　
和
　
典
　
様

出
　
町
　
　
　
望
　
様

北
　
村
　
　
　
圭
　
様

小
　
川
　
啓
　
示
　
様

杉
　
山
　
幸
　
子
　
様

附
　
田
　
勢
津
子
　
様

田
　
端
　
利
　
則
　
様

吹
　
越
　
義
　
博
　
様

田
　
中
　
敬
　
一
　
様

天
　
摩
　
雅
　
和
　
様

加
　
藤
　
勝
　
弘
　
様

加
　
藤
　
康
　
子
　
様

中
　
嶋
　
栄
　
子
　
様

差
　
波
　
直
　
樹
　
様

佐
　
貫
　
　
　
巧
　
様

池
　
田
　
拓
　
馬
　
様

安
　
田
　
美
　
央
　
様

本
　
吉
　
　
　
好
　
様

藤
　
原
　
真
　
史
　
様

沼
　
岡
　
裕
　
一
　
様

村
　
﨑
　
匡
　
裕
　
様

村
　
本
　
　
　
景
　
様

金
　
入
　
教
　
人
　
様

石
　
橋
　
鈴
　
香
　
様

橘
　
　
　
佳
奈
美
　
様

船
　
場
　
亜
　
希
　
様

赤
　
羽
　
卓
　
朗
　
様

関
　
川
　
幸
　
子
　
様

早
　
川
　
あ
ゆ
み
　
様

平
　
田
　
直
　
子
　
様

高
　
橋
　
昌
　
樹
　
様

早
　
川
　
育
　
子
　
様

中
　
澤
　
真
　
澄
　
様

小
野
崎
　
龍
　
一
　
様

小
野
寺
　
　
　
實
　
様

中
　
村
　
良
　
寛
　
様

岩
　
舘
　
精
　
一
　
様

類
　
家
　
和
　
以
　
様

門
　
馬
　
　
　
修
　
様

小
　
泉
　
順
　
一
　
様

吉
　
田
　
正
　
幸
　
様

松
　
橋
　
純
　
悦
　
様

早
　
川
　
公
　
男
　
様

蒔
　
苗
　
裕
　
司
　
様

小
　
野
　
千
賀
子
　
様

横
　
濱
　
凉
　
子
　
様

石
　
田
　
　
　
功
　
様

横
　
浜
　
　
　
学
　
様

高
　
橋
　
　
　
亨
　
様

西
　
村
　
裕
　
行
　
様

蛯
　
名
　
淳
　
子
　
様

山
　
岸
　
徳
　
貴
　
様

仲
　
井
　
宗
　
基
　
様

太
　
田
　
か
お
り
　
様

坂
　
本
　
美
有
紀
　
様

下
　
田
　
香
　
織
　
様

赤
　
間
　
俊
　
勝
　
様

清
　
水
　
利
　
憲
　
様

五
十
嵐
　
敬
　
彦
　
様

附
　
田
　
憲
　
勇
　
様

池
　
川
　
　
　
亮
　
様

池
　
川
　
智
　
子
　
様

小
　
坂
　
貫
　
志
　
様

金
　
渕
　
清
　
文
　
様

川
　
村
　
秀
　
策
　
様

若
　
林
　
優
　
之
　
様

戸
　
部
　
佳
　
子
　
様

仲
　
安
　
麻
衣
子
　
様

江
　
戸
　
　
　
翠
　
様

三
　
戸
　
祐
　
介
　
様

中
　
村
　
智
　
美
　
様

土
　
岐
　
瑶
　
子
　
様

下
　
山
　
　
　
愛
　
様

野
　
田
　
ち
ひ
ろ
　
様

津
　
田
　
勇
　
志
　
様

安
　
部
　
恒
　
俊
　
様

佐
々
木
　
彰
　
彦
　
様

野
　
坂
　
華
　
子
　
様

工
　
藤
　
有
里
子
　
様

古
　
川
　
瑞
　
輝
　
様

助
　
川
　
美
千
子
　
様

田
　
中
　
敏
　
則
　
様

岩
　
間
　
達
　
希
　
様

山
　
崎
　
大
　
志
　
様

保
　
坂
　
捷
　
太
　
様

市
　
川
　
裕
　
之
　
様

岩
　
井
　
力
　
也
　
様

石
　
垣
　
隆
　
三
　
様

上
明
戸
　
良
　
春
　
様

木
　
村
　
正
　
則
　
様

東
　
出
　
　
　
実
　
様

坂
　
本
　
悟
　
一
　
様

小
　
濱
　
巧
　
聖
　
様

大
　
関
　
武
　
仁
　
様

中
　
居
　
　
　
渉
　
様

佐
　
藤
　
基
　
治
　
様

小
　
沢
　
華
　
生
　
様

楢
　
舘
　
裕
　
子
　
様

齋
　
藤
　
弘
　
実
　
様

武
　
田
　
源
三
郎
　
様

村
　
上
　
省
　
二
　
様

岩
　
舘
　
亜
沙
美
　
様

鈴
　
木
　
絵
　
美
　
様

橋
　
場
　
保
　
人
　
様

迫
　
　
　
祐
　
子
　
様

長
　
澤
　
秀
　
樹
　
様

島
　
田
　
博
　
美
　
様

山
　
内
　
　
　
出
　
様

鳥
谷
部
　
寛
　
明
　
様

籏
　
谷
　
寿
　
逸
　
様

成
　
田
　
富
美
仁
　
様

大
　
沼
　
　
　
暢
　
様

三
　
上
　
　
　
晃
　
様

濵
　
中
　
和
　
宏
　
様

金
　
田
　
浩
　
季
　
様

川
　
村
　
将
　
人
　
様

前
　
田
　
夏
　
実
　
様

工
　
藤
　
　
　
蓮
　
様

寺
　
嶋
　
恭
　
祐
　
様

鳥
谷
部
　
浩
　
人
　
様

若
　
狭
　
孝
　
弘
　
様

小
　
坂
　
　
　
保
　
様

石
　
川
　
伊
　
吹
　
様

納
　
谷
　
　
　
司
　
様

柴
　
崎
　
典
　
子
　
様

八
木
橋
　
秋
　
代
　
様

道
　
合
　
康
　
子
　
様

岩
　
舘
　
由
香
里
　
様

河
原
木
　
祥
　
子
　
様

山
　
田
　
奈
穂
子
　
様

鶴
　
飼
　
由
　
希
　
様

下
　
崎
　
沙
　
野
　
様

成
　
澤
　
友
　
信
　
様

佐
　
藤
　
浩
　
子
　
様

中
　
山
　
千
　
敬
　
様

澤
　
谷
　
知
栄
美
　
様

高
　
村
　
友
　
希
　
様

三
　
國
　
夏
　
子
　
様

小
　
栗
　
千
　
明
　
様

上
ノ
山
　
め
ぐ
み
　
様

佐
々
木
　
璃
　
乃
　
様

福
　
村
　
真
　
菜
　
様

平
　
内
　
希
　
莉
　
様

曽
　
我
　
め
ぐ
み
　
様

松
　
浦
　
希
　
晴
　
様

馬
　
渡
　
理
　
子
　
様

沼
　
沢
　
夏
　
紀
　
様

山
　
西
　
幸
　
子
　
様

吉
　
田
　
ひ
ろ
み
　
様

長
　
島
　
は
る
香
　
様

奥
　
谷
　
侑
　
加
　
様

滝
　
田
　
い
と
子
　
様

東
　
出
　
ま
さ
え
　
様

久
　
保
　
深
　
雪
　
様

茂
　
木
　
典
　
子
　
様

三
　
浦
　
文
　
恵
　
様

楊
　
　
　
麗
　
栄
　
様

山
　
本
　
　
　
徹
　
様

足
　
澤
　
和
　
浩
　
様

奥
　
谷
　
　
　
綾
　
様

島
　
守
　
寿
　
明
　
様

宿
野
部
　
昭
　
裕
　
様

中
　
野
　
陸
　
奥
　
様

村
　
井
　
典
　
子
　
様

木
　
鎌
　
耕
一
郎
　
様

下
川
原
　
久
　
子
　
様

清
　
塚
　
智
　
明
　
様

髙
　
橋
　
信
　
子
　
様

髙
　
坂
　
郁
　
子
　
様

小
　
林
　
嗣
　
子
　
様

大
久
保
　
　
　
等
　
様

中
　
村
　
富
美
夫
　
様

舘
　
　
　
長
　
作
　
様

平
　
野
　
瑞
　
希
　
様

小
　
泉
　
雅
　
生
　
様

佐
々
木
　
佑
　
花
　
様

鈴
　
木
　
芽
久
美
　
様

（
順
不
同
）

■　光星学院へのご寄付のお願い
寄付の概要

お申込み・お問い合わせ先

学校法人光星学院は文部科学省より寄付金募集に関わる特定公益増進法人および税額控除対象法人の証明書交付を受けており、
本学院に対するご寄付は税制上の優遇措置を受けることができます。

税額控除または所得控除のいずれかを選択し、確定申告を行うことで所得税が還付されます。
＜税額控除＞
　寄付金額が年間2,000円を超える場合、超えた金額の40％に相当する額が当該年の所得税から控除されます。
＜所得控除＞
　寄付金額が年間2,000円を超える場合、超えた金額が総所得から控除されます。

税法上の優遇措置

個

　人

法人税法上、支出した寄付金を一定の割合で損金に参入することが認められています。
＜特定公益増進法人＞
　寄付金の一定限度額まで損金算入ができます。
＜受配者指定＞
　日本私立学校振興・共済事業団を通じ、私立学校を指定して寄付することで、全額損金算入ができます。

法

　人

学校法人光星学院イノベーション基金事務局（総務部総務課）
〒031-8544 青森県八戸市美保野13-98　TEL 0178-30-1411　FAX 0178-30-1422
https://kosei.hachinohe-u.ac.jp/
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●現キャンパス

●１号棟解体後、芸術棟を計画

法 官 新 一
Shinichi Hogan

理 事 長
散 策

ね
ず
み　
　

釈
迦
様
の
お
見
舞
い
に
遅
れ
て
は
な

ら
な
い
と
、
前
日
か
ら
歩
き
始
め
た

牛
の
背
中
に
ち
ゃ
っ
か
り
と
乗
っ
た
ね
ず
み

は
、
ゴ
ー
ル
直
前
、
牛
の
背
中
か
ら
ぴ
ょ
ん

と
降
り
て
１
番
に
な
っ
た
。
誰
も
が
知
っ
て

い
る
十
二
支
の
最
初
に
な
っ
た
子
年
の
話
で

す
。

　

今
年
は
そ
の
子
年
で
す
。
職
員
か
ら
干
支

に
ち
な
ん
だ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
も
ら
い
、
箱

書
き
に
「
子
年
生
ま
れ
の
方
は
、
明
る
く
前

向
き
な
性
格
で
、
順
応
性
が
あ
る
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
今
年
、
年
男
の
私
は
、
そ

の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
頑
張
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
は
令
和
に
変
わ
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
八
戸
学
院
大
学
、
短
期
大
学

部
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
長
の
下
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
持
つ
本
学
の
特
色
を

発
展
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
一
年

で
し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
は
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
に
、
高
校
は
国
際
化
を
掲
げ
て

高
大
連
携
の
強
化
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
提
携
校
Ｃ
Ｎ
Ｅ
１
で

の
語
学
研
修
が
始
ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

の
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
実
現
し
、
目
的
の

一
つ
で
あ
っ
た
双
方
向
で
の
国
際
教
育
事
業

が
実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
谷
先
生
が
立

ち
上
げ
た
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
国
際
学
院
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

国
際
教
育
の
目
的
は
、「
地
球
は
我
ら
の

故
郷
で
あ
る
」
と
い
う
広
い
視
野
と
気
概
を

持
っ
た
国
際
人
の
育
成
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
が
密
接
に
関
わ
り
合
う
国
際
環
境
の
理

解
と
平
和
を
希
求
す
る
教
育
で
す
。

四
つ
の
目
標
と
ス
ポ
ー
ツ
局

　

先
般
の
法
人
60
周
年
を
節
目
に
、
こ
れ
ま

で
念
頭
に
進
め
て
き
た
「
立
体
的
総
合
学
園

構
想
」
を
さ
ら
に
地
域
や
国
際
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
改
め
て
建
学
の
精
神

に
立
ち
返
り
、
地
域
の
学
校
と
し
て
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
、　

「
教
育
の
質
（
力
）
の
向
上
」

「
学
院
の
特
色
強
化
と
グ
ル
ー
プ
連
携
」　

「
地
域
連
携
強
化
と
共
生
」

「
新
時
代
の
国
際
教
育
の
研
究
と
実
践
」

の
４
つ
の
指
標
を
掲
げ
「
新
立
体
的
総
合
学

園
構
想
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
八
戸
学
院
大
学
・
短
期
大

学
部
を
牽
引
役
と
し
て
法
人
内
の
連
携
を
強

化
し
、
大
学
に
は
新
た
に
地
域
経
営
学
部
を

開
設
し
、
地
域
密
着
型
の
学
部
と
し
ま
し

た
。
短
期
大
学
部
に
お
い
て
は
福
祉
系
の
学

科
新
設
を
高
等
学
校
の
専
攻
科
と
併
合
し
て

介
護
福
祉
学
科
を
創
り
ま
し
た
。
ま
た
高
校

に
お
い
て
は
単
位
制
と
な
っ
て
興
味
・
関
心

や
特
性
に
あ
っ
た
個
性
伸
長
を
期
し
た
学
び

が
始
ま
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
い
よ
い
よ

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
装
い
も

新
た
に
な
り
ま
し
た
。

令和の年

お

　

さ
ら
に
、
今
年
「
ス
ポ
ー
ツ
局
」
開
設
が

決
ま
り
ま
し
た
。　

本
学
院
は
創
立
当
初
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
、
世
界
大
会

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
素
晴

ら
し
い
ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
各
部
の

活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

実
学
と
人
格
形
成

　

ま
た
、
近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
学
術

的
・
科
学
的
な
裏
付
け
や
研
究
も
進
み
、
ス

ポ
ー
ツ
と
科
学
や
学
問
の
密
接
な
関
係
が
立

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
八
戸
学
院
に
は

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
・
学
術
を
結
び
つ
け

る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
、
大
学
の
新
た
な
目
論
見
と
取
り
組

み
は
、
法
人
内
の
系
列
高
校
に
も
良
い
影
響

を
及
ぼ
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
立
以
来
本
学
院
で
は
、
人
格
形
成

に
お
い
て
は
「
実
学
」
を
根
本
に
据
え
て
運

営
し
て
き
ま
し
た
が
、
同
時
に
「
実
学
」
を

深
化
さ
せ
る
こ
と
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

実
学
は
単
な
る
資
格
取
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
大
事
な
要
素

を
身
に
つ
け
る
と
こ
ろ
の
重
要
性
に
至
り
ま

し
た
。

　

つ
い
て
は
、
真
（
学
問
の
理
想
）
善
（
道

徳
の
理
想
）
美
（
芸
術
の
理
想
）
聖
（
宗
教

の
理
想
）
健
（
身
体
の
理
想
）
富
（
生
活
の

理
想
）
を
根
本
と
し
た
全
人
教
育
の
実
践
に

力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

理事長散策

臨泉会　佐々木 月花　書

理事長散策

お
し
ゃ
べ
り　

　

理
事
長
室
に
は
、
多
方
面
か
ら
の
お
客
様

が
多
数
出
入
り
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
あ
る
時
、
建
設
関
係
の
ご
来
訪
が
あ
り

ま
し
た
。
つ
い
理
想
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の

談
義
に
な
る
わ
け
で
、
い
つ
も
現
実
を
無
視

し
た
無
責
任
な
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
の
時
も
、
ス
ポ
ー
ツ
局
の
創
設
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
と
か
、
大
学
院
構

想
や
研
究
室
棟
と
か
高
次
元
の
教
育
環
境
整

備
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
の
生
活
環

境
と
し
て
は
、
い
つ
も
学
生
寮
や
学
生
食
堂

が
話
題
に
な
り
ま
す
。
つ
い
に
は
短
期
大
学

部
と
文
化
交
流
等
の
施
設
の
整
備
に
ま
で
お

よ
び
、
夢
物
語
の
話
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

し
ば
し
ば
で
す
。

　

そ
ん
な
機
会
が
あ
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
、
短
期
大
学
部
と
芸
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
の

部
分
の
無
責
任
な
話
を
立
派
な
イ
メ
ー
ジ
図

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
り
が
た
い
提
供
を
一
人
で
し
ま
っ

て
置
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
事
業

と
し
て
は
全
く
の
白
紙
状
態
で
す
が
、
皆
さ

ん
に
も
ご
披
露
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
い
つ

の
日
か
、
た
だ
の
お
し
ゃ
べ
り
に
な
ら
な
い

よ
う
前
向
き
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

追 
悼

浦
田　

隆　

氏
（
享
年
83
歳
）

　

略
歴

　
　

昭
和
33
年 

玉
川
大
学
奉
職

　
　

昭
和
44
年 

文
学
部
事
務
長

　
　

平
成
２
年 

学
校
法
人
玉
川
学
園
評
議
員

　
　

平
成
５
年 

玉
川
大
学
教
学
部
長

　
　

平
成
６
年 

学
校
法
人
玉
川
学
園
常
務
理
事

　
　

平
成
13
年 

定
年
退
職

　

平
成
17
年
～
平
成
30
年
ま
で
学
校
法
人
光

星
学
院
の
役
員
監
事
と
し
て
ご
奉
仕
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
10
月
28
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。
昨
年
12
月
21
日
玉
川
学
園
チ
ャ

ペ
ル
に
お
い
て「
お
別
れ
の
会
」が
開
か
れ
、

生
前
交
流
の
あ
っ
た
多
く
の
方
が
参
列
し

お
別
れ
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で

　
　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お別れの会
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至 久慈

東運動公園

四本松交差点

国道45号線

新
井
田
川

八戸学院大学

八戸学院国際教育局　Japan times cafe

　

八
戸
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ジ
ャ
パ

ン
タ
イ
ム
ズ
と
連
携
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ

ム
ズ
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

国
際
教
育
局
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
は
、
同
社

特
製
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
常
設
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ

ム
ズ
の
記
事
や
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲

覧
が
可
能
で
、
学
生
の
英
語
力
向
上
や
国
際

理
解
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
の

交
流
の
場
と
し
て
親
睦
会
な
ど
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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